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劣化管理に係る品質マネジメントシステムの概要



劣化管理に係る品質マネジメントシステムの概要

• 品管規則および同規則の解釈（注１）を踏まえ、原子炉設置許可申請書本文第１１号（注２）に記載
した方針に従って品質マネジメントシステムを構築し、大飯発電所原子炉施設保安規定第３条に「品
質マネジメントシステム計画」として定めている。

• 品質マネジメントシステム計画には、主に以下の事項を規定している。
 社⻑をトップマネジメントとし、社⻑が原子⼒事業本部⻑を原子⼒部⾨の品質マネジメントシステ

ム管理責任者として、経営監査室⻑を経営監査室の品質マネジメントシステム管理責任者として
任命する。

 品質マネジメントシステムに係る要求事項、経営者責任者等の責任、資源の管理、個別業務に
関する計画の策定/実施、評価および改善に関する業務プロセスを規定（業務の詳細は社内標
準にて定めている。）

• この品質マネジメントシステムに基づき、劣化管理に関する計画、実施、評価及び改善に関する⼀連の
プロセスを社内標準等に定め、実施している。

1

（注1）原子⼒施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和２年原子⼒規制委員会規則
第２号）および同規則の解釈（令和元年１２⽉２５⽇ 原規規発第1912257 号-2）

（注2）発電用原子炉施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の整備に関する事項

２
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品質マネジメントシステムの全体像 2
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注：（ ）内の数字は，保安規定第３条の項番号を示す。

発電所の安
全の達成・維
持・向上

• 要員の⼒量の確保および教育訓練

• 設計開発
• 調達
• 個別業務の管理

※個別業務とは運転管理、燃料管
理、放射性廃棄物管理、放射
線管理、施設管理、非常時の
措置のことであり、保安規定第4
章から第9章に定めている。

• 経営責任者の原子⼒安全のため
のリーダーシップ

• 原子⼒安全の確保の重視
• 品質方針、品質目標
• 責任、権限
• マネジメントレビュー

• 経営責任者の原子⼒安全のため
のリーダーシップ

• 原子⼒安全の確保の重視
• 品質方針、品質目標
• 責任、権限
• マネジメントレビュー

• 監視および測定（内部監査等）
• 不適合管理
• 是正処置
• 未然防止処置
• データの分析および評価

• 監視および測定（内部監査等）
• 不適合管理
• 是正処置
• 未然防止処置
• データの分析および評価

 発電所の安全を達成・維持・向上させるため、品質マネジメントシステムを確⽴し、実施し、評価確認し、継続的に改善を⾏っている。
 これを発電所の保安活動の基盤とし、個別業務毎に計画を策定・実施しており、劣化管理に係る業務はそのうちの⼀つである。



3⻑期施設管理に関する計画、実施、評価及び改善の⼀連のプロセス

施設管理の実施方針及び目標

保全対象範囲の策定

施設管理の重要度の設定

保全計画の策定

保全の実施

保全の結果の
確認・評価

保全の有効性評価
経年劣化に関する
技術的な評価

追加保全策

不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
お
よ
び
未

然
防
止
処
置

保全プログラムの範囲⻑期施設管理に関するＰＤＣＡ

保全活動管理指標
の設定および監視計画の策定

保全活動管理指標の監視

施設管理の有効性評価

 ⻑期施設管理（劣化管理）に関する業務は施設管理の計画、実施、評価及び改善のプロセス（概念図）の中で⾏っている。
 10年毎に実施する「経年劣化に関する技術的評価」の結果を踏まえて「追加保全策」（⻑期施設管理計画の⼀部）を策定し、保全プログラムに
おける「保全計画の策定」にインプットしている。

 サプライチェーンの管理についても、保全プログラムの中で実施している。



申請書・添付書類の整理について 4

記載箇所 審査基準 記載要領 適合性

申請書

① 品管規則を踏まえ、設置許可申
請書等に記載された方針に従っ
て構築された品質マネジメント
システムに基づく劣化管理に関
する一連のプロセスが示されて
いること。

品管規則を踏まえ、設置許可申請書
等に記載された方針に従って構築さ
れた品質マネジメントシステムに基
づく劣化管理に関する一連のプロセ
スを記載すること。

以下２点が読み取れるよう追記及び修正する。

• 品管規則を踏まえ、設置許可申請書に記載した
方針に従って品質マネジメントシステムを構築
し保安規定（第３条）に定めていること。

• 劣化管理に関する一連のプロセスを社内規定に
定めていること。

② 構築された品質マネジメントシ
ステムに基づき劣化管理を実施
することが定められていること。

また、構築された品質マネジメント
システムに基づき劣化管理を実施す
ることを記載すること。

劣化管理に係る業務は構築した品質マネジメント
システムのもとで実施することを追記する。

添付書類

① 代表者によるトップマネジメン
トを含む品質マネジメントシス
テムについて記載すること。

品質マネジメントシステムの概要（保安規定第３
条の抜粋）を記載している。

② 長期施設管理に関する計画、実
施、評価及び改善の一連のプロ
セスを明確にし、これらの運用
について記載すること。

長期施設管理に関する計画、実施、評価及び改善
の一連のプロセスを追記する。（保安規定第１２
５条、第１２５条の６のイメージを追記する。）

③ 品質マネジメントシステムのも
とでの劣化の管理に係る業務の
実施について記載すること。

劣化管理に係る業務は構築した品質マネジメント
システムのもとで実施することを追記する。



品質マネジメントシステムに関する添付書類の構成⾒直し 5

見直し前 見直し後 説明

本文

別紙

１．概要

２．品質マネジメントシステム

３．長期施設管理に関するプロセス

４．劣化の管理に係る業務

記載要領①への対応

記載要領②への対応

記載要領③への対応

（注）括弧内は記載概要を示している。

劣化管理を含む保安活動のための

品質マネジメントシステムは、品

管規則を踏まえ、保安規定第３条

に定めていることを記載

品質マネジメントシステムの概要

（保安規定第３条の抜粋）を記載

本添付書類の概要を記載

品質マネジメントシステムの概要

（保安規定第３条の抜粋）を記載

長期施設管理に関する計画、実施、

評価及び改善の一連のプロセスを

記載（保安規定第１２５条、第１

２５条の６のイメージ）

劣化管理に係る業務は構築した品

質マネジメントシステムのもとで

実施することを記載


